
Ｄデータの活用「Ｄ(１)データの分布　イ（エ）」　

　 データの傾向を読み取る学習で身に付けた知識及び
技能を活用・発揮し，日常の事象のデータを分析できる
問題のアイディア
　
　ねらい
　 ヒストグラムや度数分布表，代表値などを用いて，
データの傾向を読み取り，分析することができる。

　 学習課題
　 新たに購入するボウリングシューズは，どのサイズを
何足くらい買えばよいのだろうか。
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問題のアイディア
第１学年 データの分析と活用

ボーリングシューズ

   あるボウリング場で１年間に貸し出
しされたシューズのサイズと借りた人
数は右の表のようになっています。
   このデータをもとに，新しくシューズ
を購入する計画を立てたいと思います。 
   次のことについて考えてみましょう。

①店長が「平均は24.5cmだから，
24.5cmのシューズを一番多く買おう」と
言っています。店長の考えは正しいで
しょうか。

②新しく200足のシューズを購入することになりました。このデータをもとに，
どのサイズを何足購入すればいいか計画を立てましょう。
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①は，最頻値が25.5なので，店長の考えは誤りである。
②は，相対度数を200倍すると，それぞれの購入数を
求めることができる。

<解答例>
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　①では，平均値以外の代表値に着目す
る必要性を実感させられるようにしましょう。
　相対度数を求める際には，端数の扱いな
どが煩雑になるので，コンピュータを利用
して作業の効率化を図り，データの読み取
りや考察に重点を置いて活動できるように
しましょう。

<アイディアのポイント>
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